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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
〇
四
年
に
植
民
地
協
定
と
し
て
結
ば
れ
た
英
仏
協
商
は
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
、
ド
イ
ツ
と
の
間
に
外
交
的
危
機
が
生
じ
る
ご
と

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
的
・
軍
事
的
結
合
を
強
め
て
い
っ（
1
）た。

一
九
一
四
年
夏
に
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
英
仏
は
単
独
講
和
を

禁
じ
る
合
意
を
結
び
、
一
九
一
八
年
一
一
月
の
停
戦
ま
で
と
も
に
戦
っ
た
。
し
か
し
、
長
い
対
立
の
歴
史
を
持
つ
英
仏
の
協
力
体
制
が
、

大
戦
後
ま
で
維
持
さ
れ
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
両
国
の
共
通
の
脅
威
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
は
敗
北
し
、
厭
戦
と
平
和
主
義
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
た
。

　
第
一
次
大
戦
後
の
平
和
構
築
の
試
み
を
論
じ
る
研
究
は
数
限
り
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
連
盟
の
下
で
の
集
団
的
安
全
保
障
と
い

う
壮
大
な
「
実
験
」
が
始
動
し
た
陰
で
、
英
仏
二
国
が
平
時
の
同
盟
条
約
を
模
索
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
九
一
九
年

か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
、
英
仏
同
盟
案
は
何
度
と
な
く
検
討
さ
れ
、
英
仏
首
脳
間
で
も
議
論
さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
一
月
に
は
草
案
が

交
換
さ
れ
、
一
時
締
結
目
前
に
ま
で
迫
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
こ
の
試
み
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
英
仏
同
盟
案

の
立
案
と
交
渉
の
過
程
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
立
場
か
ら
再
検
討
す
る
。

　
先
行
研
究
を
眺
め
る
と
、
第
一
次
大
戦
後
の
英
仏
同
盟
交
渉
を
包
括
的
に
扱
っ
た
研
究
は
、
大
半
の
史
料
が
開
示
さ
れ
る
遥
か
以
前
の

一
九
三
六
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
が
依
然
と
し
て
唯
一
で
あ（
2
）る。
大
方
の
一
次
史
料
が
出
揃
っ
た
後
の
実
証
的
研
究
は
、
一
九
一
九
年
の

英
仏
・
米
仏
保
障
条
約
交
渉
を
扱
う
も
の（
3
）と、

一
九
二
二
年
の
英
仏
同
盟
交
渉
を
扱
う
も
の
と（
4
）に、

大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
一
九
二
二
年
の
交
渉
は
、
無
効
と
な
っ
た
一
九
一
九
年
の
英
仏
保
障
条
約
の
復
活
を
意
図
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
連
続
性
が
強
い
。
そ
し
て
、
一
九
一
九
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
、
英
政
府
内
で
は
英
仏
協
定
に
関
す
る
政
策
検
討
が

一
定
程
度
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
交
渉
や
政
策
立
案
を
担
っ
た
人
物
た
ち
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
ま
た
、
上
に
挙
げ
た
先
行
研
究
の
中
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に
は
、
多
国
間
関
係
史
と
し
て
質
の
高
い
研
究
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
も
の
の
、
三
年
間
を
通
じ
た
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
検
討
が
十
分
に
深

く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
優
れ
た
先
行
研
究
に
立
脚
し
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
次
史
料
を
改
め

て
検
証
し
、
英
仏
協
定
案
の
浮
上
か
ら
頓
挫
ま
で
の
一
連
の
英
政
府
内
の
意
思
決
定
を
詳
細
に
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
第
一
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
保
障
観
や
対
仏
・
対
独
認
識
を
浮
き
彫
り
に
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
と
の
同

盟
締
結
を
躊
躇
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
英
仏
保
障
条
約
の
起
源
、
一
九
一
九
年

㈠
　
ラ
イ
ン
河
防
衛
線
構
想

　
一
九
一
八
年
一
二
月
、
連
合
国
軍
は
ド
イ
ツ
と
の
停
戦
協
定
に
基
づ
き
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
を
占
領
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
フ
ォ
ッ
シ
ュ
（Ferdinand Foch

）
元
帥
を
中
心
に
、
占
領
を
恒
久
化
し
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
を
仏
独
間
の
干
渉
国
家
と
し
て
分
離

独
立
さ
せ
る
計
画
（
以
下
、
ラ
イ
ン
構
想
）
が
練
ら
れ
た
。
フ
ォ
ッ
シ
ュ
は
、
ド
イ
ツ
と
の
国
力
差
（
人
口
差
が
特
に
重
視
さ
れ
た
）
を
是
正

し
、
フ
ラ
ン
ス
に
確
固
と
し
た
安
全
保
障
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
ラ
イ
ン
河
を
ド
イ
ツ
の
西
部
国
境
と
す
る
べ
き
だ
と
説
い
た
。
ク
レ

マ
ン
ソ
ー
（G

eorges Clem
enceau

）
政
権
は
同
案
を
採
用
し
、
講
和
会
議
に
お
け
る
最
大
の
獲
得
目
標
の
一
つ
に
設
定
し（
5
）た。

　
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
イ
ツ
の
分
断
を
招
き
、
長
期
間
の
軍
事
占
領
を
伴
う
同
案
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
。
初
め
て
具
体
的
な
形
で

こ
の
構
想
を
伝
え
ら
れ
た
英
首
相
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid Lloyd G
eorge

）
は
、「
逆
側
に
新
し
い
ア
ル
ザ
ス
＝
ロ
レ
ー
ヌ
」
を
作

り
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
難
色
を
示
し（
6
）た。

そ
し
て
、
外
相
バ
ル
フ
ォ
ア
（Arthur Balfour

）
は
、
ラ
イ
ン
構
想
は
ド

イ
ツ
が
再
び
西
方
攻
勢
を
仕
掛
け
て
く
る
と
い
う
一
方
的
な
観
測
に
基
づ
く
も
の
だ
と
批
判
し
た
。
彼
は
、
再
度
の
大
戦
を
防
ぐ
抜
本
的
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解
決
策
は
、
国
際
連
盟
や
軍
縮
に
基
づ
く
「
国
際
政
治
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
変
革
」
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
試
み
を
軽
ん
じ
て
い

る
と
非
難
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
懸
念
は
、「
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ラ
イ
ン
国
境
の
操
作
程

度
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
東
方
の
強
大
な
隣
国
に
接
し
、
変
動
す
る
外
交
情
勢
と
不
確
定
な
軍
事
同
盟
の
前
に
恐
れ
お
の
の
く
二
等
国
以

上
の
地
位
に
は
な
れ
な
い
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
必
然
で
あ
る
」、
と
痛
烈
に
批
判
し（
7
）た。

　
一
九
一
九
年
一
月
、
パ
リ
講
和
会
議
が
開
会
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W

ilson

）
米
大
統
領
の
強
い
意
向
も
あ
り
講
和
会
議
は

ま
ず
国
際
連
盟
案
を
優
先
的
に
議
論
し
た
。
ラ
イ
ン
構
想
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
の
は
二
月
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ

に
は
、
連
盟
規
約
の
大
枠
が
定
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
軍
備
制
限
に
関
す
る
検
討
も
進
ん
で
い
た
。
英
米
人
の
多
く
は
国
際
連
盟
と
ド
イ
ツ
に

対
す
る
軍
備
制
限
に
よ
り
十
分
な
安
全
保
障
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
説
得
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
月
二
五
日
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
フ
ォ
ッ
シ
ュ
案
を
踏
襲
し
た
包
括
的
覚
書
を
英
米
に
提
出
し
た
。
同
覚
書
は
、
国
際
連
盟
や
軍
備
制
限
だ
け
で
は
一
九

一
四
年
の
再
現
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
訴
え
、「
物
理
的
保
障
（garantie physique

）」
と
し
て
、
ラ
イ
ン
構
想
の
実
現
を
求
め（
8
）た。

　
こ
れ
を
受
け
、
当
時
ロ
ン
ド
ン
に
い
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
ラ
イ
ン
構
想
を
閣
議
に
か
け
た
。
閣
議
で
は
一
部
の
出
席
者
が
仏
案
に

理
解
を
示
し
た
が
、
全
体
の
趨
勢
は
同
案
を
否
定
す
る
方
向
へ
と
傾
い
て
行
っ
た
。
陸
相
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston Churchill

）
は
、
フ

ラ
ン
ス
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
講
和
目
標
へ
の
支
持
を
獲
得
し
、
寛
大
な
対
独
和
平
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
共
感
す
る
姿
勢
を

見
せ
る
重
要
性
を
説
い
た
。
外
相
代
理
（
一
九
一
九
年
一
〇
月
以
降
外
相
）
カ
ー
ズ
ン
（Lord Curzon

）
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
の
観
点
か

ら
見
れ
ば
、
仏
案
は
フ
ラ
ン
ス
を
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
に
注
力
さ
せ
、
同
国
の
関
心
を
イ
ギ
リ
ス
と
利
益
が
交
差
す
る
植
民
地
か
ら
逸
ら
す
効

果
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
陸
軍
参
謀
総
長
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（H

enry W
ilson

）
は
、
ラ
イ
ン
河
防
衛
線
の
軍
事
的
利
点

を
説
明
し
、
非
武
装
地
帯
の
設
置
を
強
く
推
奨
し
た
。
一
方
、
王
璽
尚
書
ボ
ナ
ー
・
ロ
ウ
（Andrew

 Bonar Law

）
は
、
占
領
を
長
期
に

わ
た
り
継
続
す
る
現
実
性
に
疑
念
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
仏
案
が
ド
イ
ツ
の
非
武
装
化
を
前
提
に
し
て
い
な

い
こ
と
を
批
判
し
、
ド
イ
ツ
の
軍
縮
と
国
際
連
盟
の
設
立
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
十
分
な
安
全
保
障
を
得
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
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フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、「
英
米
が
フ
ラ
ン
ス
を
侵
略
か
ら
保
障
す
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
初
め
て
表

明
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
仏
案
に
も
し
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
英
仏
関
係
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
反
対
の
急
先
鋒

を
務
め
さ
せ
る
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。
こ
れ
を
カ
ー
ズ
ン
も
支
持
し
、
閣
議
は
終
了
し（
9
）た。
こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
は
、
非
武
装
地
帯
の
設
置
を
支
持
し
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
分
離
独
立
と
軍
事
占
領
に
は
強
く
反
対
す
る
方
針
を
固
め
た
。

　
パ
リ
に
戻
っ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
三
月
七
日
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
側
近
ハ
ウ
ス
（Edw

ard H
ouse

）

と
ラ
イ
ン
構
想
を
議
論
し
た
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
一
時
帰
国
中
で
あ
っ
た
）。
ハ
ウ
ス
は
、
仏
案
は
民
族
自
決
原
則
に
抵
触
す
る
が
、
ド

イ
ツ
が
講
和
条
約
を
完
全
に
履
行
す
る
ま
で
民
族
自
決
の
実
施
を
延
期
す
る
こ
と
で
、
仏
案
は
受
け
入
れ
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
、

譲
歩
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
無
期
限
の
大
規
模
兵
力
拠
出
へ
の
懸
念
を
表
明
し
た
が
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
、
フ

ラ
ン
ス
が
三
分
の
二
の
兵
力
を
負
担
す
る
用
意
が
あ
る
と
反
論
し
た
。
数
日
後
、
首
脳
側
近
間
の
会
談
が
行
わ
れ
、
交
渉
を
担
当
し
た
ロ

イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
秘
書
官
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
カ
ー
（Philip Kerr

）
は
、
軍
事
占
領
と
分
離
独
立
に
頑
強
に
反
対
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ

ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
予
想
外
な
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
の
交
渉
担
当
者
は
、「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
フ
ラ
ン
ス
に
深
く
同
情
し
て
お
り
、

提
案
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
っ
）
10
（
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
想
定
を
裏
切
り
、
ア
メ
リ
カ
は
ラ
イ
ン
構
想
に
そ
れ
ほ
ど
強

く
反
対
し
な
か
っ
た
。㈡

　
保
障
条
約
と
い
う
代
案

　
ア
メ
リ
カ
の
譲
歩
的
姿
勢
を
受
け
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
ラ
イ
ン
構
想
に
対
す
る
強
い
不
信
を
ア
メ
リ
カ
に
早
急
に
伝
え
、
代
案

と
し
て
保
障
条
約
の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
か
け
る
必
要
性
を
感
じ
た
。
三
月
一
二
日
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
ハ
ウ
ス
と
会
談
し
、
フ
ラ
ン

ス
の
ラ
イ
ン
構
想
に
は
同
意
で
き
ず
、
彼
ら
に
「
他
の
面
か
ら
保
護
を
与
え
る
」
用
意
が
あ
る
と
伝
え
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
侵
略

を
受
け
た
場
合
に
直
ち
に
救
援
に
向
か
う
保
障
を
提
供
す
る
案
を
例
示
し
）
11
（
た
。
そ
し
て
、
三
月
一
四
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
パ
リ
に
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戻
っ
た
日
の
正
午
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
事
前
協
議
を
行
い
、
続
い
て
午
後
三
時
か
ら
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
を
加
え

て
行
わ
れ
た
三
者
会
談
の
場
で
、
ラ
イ
ン
構
想
の
代
案
と
し
て
、
英
米
共
同
で
フ
ラ
ン
ス
を
ド
イ
ツ
に
よ
る
侵
略
か
ら
保
障
す
る
案
を
提

示
し
）
12
（
た
。
す
な
わ
ち
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
ラ
イ
ン
構
想
を
断
念
さ
せ
る
た
め
に
保
障
条
約
を
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
英
米
の
孤
立
主
義
的
伝
統
に
反
す
る
歴
史
的
提
案
は
、
対
英
米
関
係
を
重
視
し
て
い
た
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
を
感
嘆
さ
せ
る
と
同
時
に
悩
ま

せ
た
。
彼
は
、
英
米
に
よ
る
保
障
に
大
き
な
意
義
を
見
出
し
た
が
、
そ
れ
の
み
を
も
っ
て
ラ
イ
ン
河
防
衛
線
に
よ
る
保
障
を
放
棄
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
判
断
し
た
。
三
月
一
七
日
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
そ
の
旨
を
英
米
に
伝
え
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
占
領
期
間
を
有
限
に
す

る
と
い
っ
た
譲
歩
を
示
し
た
。
ま
た
、
英
米
の
保
障
の
条
件
と
な
る
ド
イ
ツ
の
「
侵
略
行
為
」
の
定
義
に
、
非
武
装
地
帯
へ
の
ド
イ
ツ
軍

の
進
出
を
含
め
る
こ
と
を
求
め
）
13
（
た
。
以
後
一
か
月
以
上
に
渡
り
、
英
米
仏
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
問
題
を
連
日
議
論
し
、
妥
協
点
を
模
索
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
そ
の
間
、
英
帝
国
代
表
団
内
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
に
対
す
る
不
信
と
、
講
和
の
行
く
末
へ
の
不
安
が
大
幅
に
高
ま
っ
た
。
例
え
ば
、

内
閣
官
房
長
官
ハ
ン
キ
ー
（M

aurice H
ankey

）
は
、
連
合
国
の
対
独
要
求
の
累
積
的
影
響
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
破
滅
さ
せ
か
ね
な

い
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
東
欧
で
は
歴
史
的
に
ド
イ
ツ
人
の
み
が
「
堅
牢
、
愛
国
的
、
信
頼
に
足
り
、
組
織
力
の
あ
る

民
族
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
弱
体
化
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
」
が
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
拡
散
に
対
す
る
前
哨
線
」
を
失
い
、
イ
ギ

リ
ス
が
自
ら
の
首
を
絞
め
る
に
等
し
い
行
動
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
キ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
分
離
独
立
案
を
批
判
し
、
連
合
国

軍
に
よ
る
長
期
占
領
に
も
反
対
し
た
。
そ
し
て
、
首
相
に
対
独
講
和
条
件
の
緩
和
を
訴
え
）
14
（

た
。

　
代
表
団
内
に
悲
観
が
渦
巻
く
中
、
三
月
二
二
―
二
三
日
の
週
末
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
一
握
り
の
信
頼
す
る
同
僚
（
カ
ー
、
ハ
ン

キ
ー
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
）
と
と
も
に
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
を
訪
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
望
む
講
和
の
形
を
明
確
化
す
る
試
み
を

行
っ
た
。
彼
ら
の
検
討
の
結
果
は
、
ド
イ
ツ
へ
の
講
和
条
件
緩
和
を
謳
う
有
名
な
文
書
、
通
称
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
覚
書
」
に
ま
と

め
ら
れ
た
。
同
覚
書
の
核
心
的
主
張
は
、
長
期
に
渡
る
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
そ
の
内
容
が
厳
し
く
と
も
、
敗
戦
国
ド
イ
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ツ
が
正
当
だ
と
認
識
で
き
る
講
和
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
必
要
以
上
に
多
く
の
ド
イ
ツ
人
を

ド
イ
ツ
の
主
権
の
域
外
に
存
置
さ
せ
る
枠
組
み
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
謳
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
分
離
独
立
案
に
反
対
し

た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
満
足
さ
せ
る
た
め
、「
国
際
連
盟
の
権
威
と
有
効
性
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
、
イ
ギ
リ

ス
帝
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
ド
イ
ツ
の
新
た
な
る
侵
略
に
対
す
る
保
障
を
フ
ラ
ン
ス
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
）
15
（
た
。
保
障

条
約
は
イ
ギ
リ
ス
の
講
和
戦
略
の
中
軸
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
四
月
中
旬
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
切
り
札
と
な
る
譲
歩
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
か
け
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
英
米
に
よ
る
保
障
条
約
と
引
き
替

え
に
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
分
離
独
立
を
諦
め
、
占
領
期
間
を
五
年
ご
と
三
段
階
に
分
け
て
撤
退
す
る
一
五
年
間
の
計
画
に
短
縮
す
る
妥
協

案
を
提
示
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
を
説
き
伏
せ
た
。
四
月
二
〇
日
、
米
仏
は
保
障
条
約
の
草
案
に
合
意
し
た
。
同
草
案
は
、
三
月
一
四

日
の
英
米
提
案
の
線
に
沿
い
、
国
際
連
盟
が
し
か
る
べ
き
安
全
保
障
を
提
供
で
き
る
時
ま
で
に
、
ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
を
侵
略
し
た
場
合
、

ア
メ
リ
カ
は
即
座
に
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
に
駆
け
つ
け
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
は
米
仏
の
合
意
を
「
偉
大
な
成
果
」
と
呼
ん
）
16
（
だ
。

対
照
的
に
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
怒
り
を
禁
じ
え
な
か
っ
）
17
（

た
。
ラ
イ
ン
構
想
に
抵
抗
す
る
英
米
共
同
戦
線
が
崩
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
四
月
二
二
日
午
後
の
四
人
会
議
が
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
問
題
の
天
王
山
と
な
っ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
ラ
イ
ン
構
想
に
最
後
ま
で
強
く

反
対
し
た
。
彼
は
、
一
五
年
間
と
い
う
占
領
期
間
に
懸
念
を
表
明
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
兵
力
拠
出
が
期
待
さ
れ
て
い
な
い
か
を
再
度
確

認
し
た
。
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
英
米
か
ら
の
兵
力
拠
出
は
期
待
し
て
お
ら
ず
、「
一
個
大
隊
と
旗
」
さ
え
出
し
て
く
れ
れ
ば

よ
い
の
だ
と
述
べ
、「
連
合
国
占
領
」
と
い
う
体
裁
が
重
要
な
の
だ
と
訴
え
た
。
つ
い
に
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
折
れ
、
仏
妥
協
案
に
同

意
を
与
え
た
。
ま
た
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
二
日
前
に
合
意
さ
れ
た
米
仏
保
障
条
約
草
案
を
受
け
取
り
、
こ
れ
を
承
認
し
）
18
（

た
。

㈢
　
英
仏
・
米
仏
保
障
条
約
の
不
可
分
化

　
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
米
仏
保
障
条
約
を
な
ぞ
る
形
で
英
仏
保
障
条
約
を
策
定
し
た
が
、
重
要
な
条
項
を
付
け
加
え
た
。
五
月
五
日
、
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イ
ギ
リ
ス
が
対
仏
保
障
条
約
を
結
ぶ
旨
を
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
に
正
式
に
表
明
し
た
手
紙
に
は
、「
条
約
は
、
ア
メ
リ
カ
が
結
ん
だ
も
の
と
類

似
の
条
項
を
持
ち
、
そ
し
て
後
者
が
批
准
さ
れ
た
と
き
に
効
力
を
発
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
強
調
は
筆
者
〕」
と
記
さ
れ
）
19
（

た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
議
会

が
米
仏
保
障
条
約
を
批
准
し
て
初
め
て
、
英
仏
保
障
条
約
が
有
効
と
な
る
よ
う
な
条
件
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
同
日
の
英
帝
国
代
表
団
会

議
に
お
い
て
、
同
僚
た
ち
に
保
障
条
約
の
存
在
を
初
め
て
明
か
し
た
際
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、「
ア
メ
リ
カ
議
会
が
批
准
を
拒
否
す

る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
時
の
保
険
と
し
て
同
条
項
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
英
自

治
領
諸
国
の
代
表
か
ら
保
障
条
約
に
否
定
的
見
解
が
目
立
っ
た
こ
と
も
、
さ
ら
な
る
慎
重
さ
を
後
押
し
し
た
の
だ
ろ
）
20
（
う
。

　
六
月
二
七
日
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
に
英
仏
保
障
条
約
の
最
終
草
案
を
手
渡
し
た
。
そ
の
第
二
条
の
末
尾
に
は
、

「
後
者
〔
米
仏
保
障
条
約
〕
が
批
准
さ
れ
た
と
き
に
の
み

0

0

効
力
を
発
す
る
〔
強
調
は
筆
者
〕」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
の
み
（only

）」
を
挿
入

す
る
こ
と
で
両
条
約
は
さ
ら
に
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
こ
れ
を
承
認
し
）
21
（

た
。
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ

が
同
条
約
を
批
准
し
た
と
き
に
「
の
み
」、
フ
ラ
ン
ス
を
ド
イ
ツ
の
侵
略
か
ら
保
障
す
る
義
務
が
生
じ
、
単
独
で
フ
ラ
ン
ス
を
保
障
す
る

条
約
上
の
義
務
を
免
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
様
の
条
項
は
米
仏
保
障
条
約
に
も
追
加
さ
れ
た
。
翌
日
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印
日
の

午
前
、
英
仏
・
米
仏
保
障
条
約
は
そ
れ
ぞ
れ
調
印
さ
れ
）
22
（
た
。

　
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
か
け
た
「
保
険
」
は
早
々
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
る
。
保
障
条
約
は
、
英
仏
の
議
会
で
は
速
や
か
に
批

准
さ
れ
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
で
は
国
際
連
盟
へ
の
大
々
的
批
判
の
陰
に
埋
も
れ
、
議
会
で
議
論
も
さ
れ
な
い
ま
ま
棚
上
げ
と
な
っ
）
23
（
た
。

よ
っ
て
、
英
仏
保
障
条
約
も
、
批
准
は
さ
れ
た
も
の
の
、
事
実
上
無
効
と
な
っ
た
。
一
二
月
一
八
日
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
下
院
の
答

弁
に
お
い
て
、
今
後
も
し
イ
ギ
リ
ス
が
単
独
で
フ
ラ
ン
ス
を
保
障
す
る
重
荷
を
背
負
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
政
策
に

お
け
る
「
新
し
い
試
み
（a new

 departure

）」
で
あ
り
、
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
）
24
（
た
。
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三
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
英
仏
同
盟
案
、
一
九
二
〇
―
二
一
年

　
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
言
う
「
新
し
い
試
み
」
は
、
一
九
二
〇
年
春
か
ら
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
徐
々
に
検
討
さ
れ
は
じ
め
た
。
例
え
ば
、

一
九
二
〇
年
三
月
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
連
合
国
軍
の
軍
事
演
習
に
参
加
し
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
ド
イ
ツ
が
限
ら
れ

た
兵
力
で
も
連
合
国
駐
留
軍
の
防
衛
線
を
突
破
可
能
だ
と
い
う
演
習
結
果
を
目
の
当
た
り
に
し
、
衝
撃
を
受
け
た
。
彼
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン

ト
占
領
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
と
強
固
な
同
盟
を
結
ぶ
べ
き
」
だ
と
報
告
し
た
。
こ
の
報
告
書

は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
り
内
閣
に
配
布
さ
れ
）
25
（
た
。
同
年
六
月
に
は
蔵
相
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Austen Cham

berlain

）
も
、
仏

白
と
の
軍
事
協
定
締
結
を
説
く
覚
書
を
提
出
し
た
。
彼
は
、
低
地
地
方
と
フ
ラ
ン
ス
の
独
立
保
全
は
昔
も
今
も
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
で
あ
り
、

仮
に
条
約
が
な
く
と
も
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
介
入
せ
ね
ば
な
ら
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
条
約
と
し
て
実
体
化
さ
せ
た
ほ
う

が
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
は
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
、
英
世
論
に
対
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
が
追
求
す
べ
き
対
外
政
策
と
維
持
す
べ
き
軍
備
の

「
道
し
る
べ
」
と
し
て
機
能
し
続
け
る
だ
ろ
う
と
論
じ
）
26
（
た
。
し
か
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
主
張
は
、
閣
議
に
お
い
て
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
、

ボ
ナ
ー
・
ロ
ウ
、
バ
ル
フ
ォ
ア
の
強
い
反
対
に
遭
っ
た
。
三
人
は
、
軍
縮
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
脅
威
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
む
し

ろ
フ
ラ
ン
ス
が
脅
威
で
は
な
い
の
か
と
口
を
揃
え
た
。
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
が
存
在
し
な
い
現
段
階
で
こ
の
よ
う
な
議
論
を

す
る
こ
と
は
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
だ
と
さ
え
述
べ
た
。
カ
ー
ズ
ン
と
チ
ャ
ー
チ
ル
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
案
に
よ
り
親
和
的
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ

ツ
と
の
和
解
促
進
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
英
仏
間
の
懸
案
の
解
決
と
い
っ
た
条
件
を
付
帯
し
た
う
え
で
の
協
定
締
結
を
説
い
）
27
（

た
。

　
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
欧
州
大
陸
へ
の
不
干
渉
を
説
く
声
が
日
に
日
に
勢
い
を
増
し
た
。
一
九
二
〇
年
九
月
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

カ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
政
策
に
関
す
る
覚
書
を
首
相
向
け
に
作
成
し
た
。
カ
ー
曰
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
や
国
内
の
労
働
争
議
な
ど
、

イ
ギ
リ
ス
は
様
々
な
内
的
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
与
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
カ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
、
欧
州
大
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陸
の
領
土
を
失
っ
て
以
来
、
自
国
が
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
欧
州
大
陸
へ
の
干
渉
を
避
け
る
「
本
能
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ

の
「
本
能
」
は
理
に
適
う
と
述
べ
た
。
彼
は
、
欧
州
の
問
題
は
欧
州
と
国
際
連
盟
に
任
せ
、
わ
れ
わ
れ
は
内
的
問
題
に
専
念
す
べ
き
だ
と

説
い
た
。
そ
し
て
、
欧
州
の
不
安
定
要
因
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
履
行
を
執
拗
に
迫
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
を
強
く
批

判
し
）
28
（
た
。
カ
ー
の
こ
う
し
た
見
解
は
、
当
時
の
英
国
で
は
か
な
り
一
般
的
な
見
方
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
英
仏
間
で
何
ら
か
の
安
全
保
障
協
定
を
締
結
す
べ
き
だ
と
い
う
論
説
も
、
散
発
的
な
が
ら
継
続
的
に
展
開
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

一
九
二
〇
年
一
一
月
に
駐
仏
大
使
を
辞
し
た
ダ
ー
ビ
ー
（Lord D

erby

）
は
、
英
仏
同
盟
案
の
強
い
支
持
者
と
な
っ
た
。
帰
国
後
最
初
の

演
説
で
ダ
ー
ビ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
世
紀
前
と
は
異
な
り
他
の
欧
州
諸
国
と
と
も
に
欧
州
の
平
和
を
維
持
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
と

述
べ
た
。
彼
は
、
も
し
大
戦
前
に
英
仏
が
単
な
る
合
意
で
は
な
く
同
盟
を
結
ん
で
い
れ
ば
、
ド
イ
ツ
を
抑
止
し
、
大
戦
勃
発
を
回
避
し
え

た
か
も
し
れ
な
い
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
を
結
び
、
次
な
る
惨
禍
の
勃
発
を
抑
止
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
訴
え
）
29
（

た
。

　
一
九
二
一
年
二
月
、
英
外
務
省
で
は
、
事
務
次
官
ク
ロ
ウ
（Eyre Crow

e

）
や
次
官
補
テ
ィ
レ
ル
（W

illiam
 Tyrrell

）
が
中
心
と
な
り
、

英
仏
関
係
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。
議
論
の
結
果
は
ク
ロ
ウ
の
手
で
覚
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
カ
ー
ズ
ン
に
上
申
さ
れ
た
。
ク
ロ
ウ
は
、

ド
イ
ツ
問
題
を
め
ぐ
っ
て
英
仏
が
決
定
的
に
仲
違
い
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
固
定
的
な

友
好
国
を
持
た
ず
、
対
米
関
係
も
不
安
定
で
あ
り
、
中
東
や
極
東
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
を
固
め
る
た
め
に
も
、
対
仏
関
係
は
非
常

に
重
要
だ
と
述
べ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
明
確
な
支
援
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
東
方
に
お
け

る
イ
ギ
リ
ス
の
優
越
的
地
位
を
認
め
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
ク
ロ
ウ
は
こ
の
取
引
を
実
行
に
移
す
べ
き
だ
と
説
い
た
。
彼
は
、
フ 

ラ
ン
ス
を
悩
ま
す
最
大
の
要
因
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
縮
の
遅
れ
で
も
賠
償
問
題
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
が
い
ず
れ
復
活
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
遥
か

に
凌
駕
す
る
国
力
で
復
讐
戦
を
挑
ま
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
だ
と
論
じ
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
事
実
上
反
故
に
な
っ
た
英
仏
保
障
条
約
を
代
替
す

る
安
全
保
障
協
定
を
締
結
し
、
英
仏
協
商
を
強
化
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
東
方
に
お
け
る
問
題
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ

ツ
に
対
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
今
よ
り
遥
か
に
親
和
的
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
論
じ
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
カ
ー
ズ
ン
が
こ
の
政
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策
に
同
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
内
閣
に
強
く
働
き
か
け
る
よ
う
に
求
め
）
30
（
た
。
し
か
し
、
カ
ー
ズ
ン
は
こ
の
覚
書
に
反
応
を
示
さ
ず
、
内
閣

が
興
味
を
示
し
た
形
跡
は
な
い
。

　
閣
議
が
英
仏
協
定
案
を
取
り
上
げ
た
の
は
同
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
議
論
を
主
導
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
仏
独
関
係
を
健
全
化

す
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
保
障
を
提
供
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
恐
怖
心
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
議
事
録
に
よ
る
と
、
そ

の
後
の
議
論
で
は
、
保
障
供
与
に
前
向
き
な
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
大
勢
は
反
対
論
が
占
め
た
。
反
対
派
は
、
英
仏
協
定
が
フ
ラ
ン
ス
に

歓
迎
さ
れ
る
保
証
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
反
英
的
」
政
策
を
改
め
る
根
拠
も
な
く
、
英
国
世
論
や
自
治
領
が
反
対
す
る
と
論
じ
た
。
ま

た
、
過
去
二
年
間
、
仏
政
府
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
い
こ
と
も
反
対
の
根
拠
と
さ
れ
た
。
こ
の
閣
議
の
議
論
は
フ
ラ
ン
ス
に
リ
ー
ク
さ 

れ
）
31
（
た
。

　
間
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
い
く
つ
か
の
筋
か
ら
英
仏
同
盟
に
関
す
る
働
き
か
け
が
行
わ
れ
た
。
六
月
一
日
、
元
仏
大
統
領
ポ
ア
ン
カ
レ

（Raym
ond Poincaré

）
が
『
両
世
界
評
論
』
掲
載
の
論
稿
で
英
仏
協
商
の
強
化
を
主
張
し
）
32
（
た
。
ま
た
同
日
、
仏
陸
相
も
英
仏
協
商
を
同
盟

へ
と
昇
華
さ
せ
た
い
考
え
を
英
外
交
官
に
述
べ
）
33
（

た
。
さ
ら
に
、
三
日
の
英
『
タ
イ
ム
ズ
』
社
説
は
、
平
和
の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、

英
仏
協
商
の
強
化
と
英
仏
保
障
条
約
の
復
活
を
説
い
）
34
（
た
。
こ
れ
に
仏
紙
も
呼
応
し
、
一
九
一
九
年
の
英
仏
保
障
条
約
の
よ
う
な
片
務
的
で

限
定
的
な
協
定
で
は
な
く
、
双
務
的
な
正
式
の
同
盟
を
結
ぶ
べ
き
だ
と
論
じ
）
35
（

た
。

　
し
か
し
、
英
政
府
の
反
応
は
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
駐
仏
大
使
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
（Lord H

ardinge

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
に
対
す
る

仏
紙
の
批
判
的
論
調
を
問
題
視
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
に
友
好
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
保
障
条
約
の
条
件
だ
と
述
べ
）
36
（

た
。
一
〇
日
に

は
ダ
ー
ビ
ー
が
英
仏
防
御
同
盟
の
締
結
を
首
相
に
働
き
か
け
た
が
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
閣
内
で
意
見
の
相
違
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、

検
討
に
は
時
間
が
必
要
だ
と
述
べ
、
自
分
は
中
庸
の
立
場
だ
と
返
答
す
る
に
留
ま
っ
）
37
（
た
。
英
政
府
は
、
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
開
催
さ
れ

る
英
帝
国
会
議
に
お
い
て
自
治
領
と
と
も
に
同
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
九
二
一
年
六
月
一
八
日
、
パ
リ
講
和
会
議
以
来
二
年
ぶ
り
に
英
自
治
領
首
脳
と
英
本
国
主
要
閣
僚
が
一
堂
に
会
し
た
。
冒
頭
演
説
に
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お
い
て
、
南
ア
首
相
ス
マ
ッ
ツ
（Jan Sm

uts

）
は
、
世
界
の
力
の
重
心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
極
東
・
太
平
洋
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
イ
ギ

リ
ス
帝
国
は
政
策
上
の
関
心
を
欧
州
か
ら
切
り
離
す
べ
き
だ
と
論
じ
た
。
国
際
連
盟
の
熱
心
な
推
進
者
で
あ
っ
た
ス
マ
ッ
ツ
は
、
イ
ギ
リ

ス
は
排
他
的
な
同
盟
条
約
を
一
切
結
ぶ
べ
き
で
は
な
く
、
連
盟
の
議
場
を
舞
台
に
、
世
界
の
普
遍
的
な
友
好
と
平
和
を
追
求
す
べ
き
だ
と

説
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
欧
州
の
混
沌
は
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
の
埒
外
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
欧
州
情
勢
に
関
与
す
る
べ
き
で
は
な 

か
っ
）
38
（

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
カ
ー
ズ
ン
は
、
ス
マ
ッ
ツ
の
唱
え
る
よ
う
な
「
高
尚
な
決
ま
り
文
句
」
だ
け
で
は
平
和
は
も
た
ら
し
え
な
い
と
反
論
し

た
。
カ
ー
ズ
ン
曰
く
「
栄
光
あ
る
孤
立
政
策
は
も
は
や
不
可
能
」
で
あ
り
、
英
仏
の
緊
密
な
連
携
が
欧
州
の
平
和
を
維
持
す
る
鍵
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
日
英
同
盟
を
例
示
し
、
同
盟
に
は
相
手
国
の
政
策
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
と
述
べ
、
イ
ギ
リ
ス
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
襟
首

を
摑
み
」、
抑
制
を
効
か
せ
続
け
る
た
め
に
、
英
仏
協
調
体
制
を
継
続
す
る
べ
き
だ
と
論
じ
）
39
（

た
。

　
し
か
し
、
英
仏
同
盟
案
へ
の
懐
疑
論
は
根
強
か
っ
た
。
ハ
ン
キ
ー
は
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
に
対
し
、
同
盟
締
結
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
が
友

好
姿
勢
に
転
ず
る
と
い
う
推
進
派
の
論
理
に
疑
念
を
表
明
し
た
。
彼
は
、
も
し
西
欧
が
ド
イ
ツ
に
攻
撃
さ
れ
れ
ば
、
同
盟
の
有
無
を
問
わ

ず
、
イ
ギ
リ
ス
は
国
益
に
基
づ
き
フ
ラ
ン
ス
を
支
援
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
文
化

す
る
た
め
だ
け
に
フ
ラ
ン
ス
が
高
い
代
償
を
払
う
と
は
思
え
な
い
と
論
じ
た
。
ま
た
彼
は
、
仮
に
同
盟
が
結
ば
れ
た
と
し
て
も
、
フ
ラ
ン

ス
が
友
好
的
な
政
策
を
と
り
続
け
る
保
証
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
同
盟
を
破
棄
す
る
か
、
フ
ラ
ン
ス
が
推
進
す
る
「
平
和
を
脅
か
す
き

わ
め
て
不
快
な
政
策
」
に
協
力
す
る
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
絶
え
ず
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
）
40
（

た
。
ま
た
、
カ
ー
ズ
ン
に
助
言
を
求

め
ら
れ
た
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
慎
重
論
を
説
い
た
。
彼
曰
く
、
フ
ラ
ン
ス
世
論
は
ル
ー
ル
地
方
の
占
領
に
躍
起
に
な
っ
て
お
り
、
政
権
基
盤

の
非
常
に
不
安
定
な
仏
首
相
兼
外
相
ブ
リ
ア
ン
（Aristide Briand

）
が
い
つ
ル
ー
ル
占
領
に
乗
り
出
し
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
）
41
（
た
。

　
英
仏
関
係
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
カ
ー
ズ
ン
も
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
助
言
を
受
け
、
安
保
協
定
案
に
は
懸
念
を
表
明
し
た
。
カ
ー

ズ
ン
は
、
ブ
リ
ア
ン
内
閣
が
ポ
ア
ン
カ
レ
率
い
る
右
派
か
ら
攻
撃
さ
れ
倒
閣
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
不
安
要
素
に
挙
げ
た
。
ポ
ア
ン 
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カ
レ
は
、
元
来
ル
ー
ル
占
領
を
積
極
的
に
主
張
し
て
お
り
、
彼
が
首
相
に
な
れ
ば
ル
ー
ル
占
領
が
現
実
と
な
る
公
算
が
高
ま
る
。
カ
ー 

ズ
ン
曰
く
、
も
し
そ
の
時
英
仏
が
同
盟
で
結
ば
れ
て
い
た
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
ポ
ア
ン
カ
レ
氏
の
戦
車
の
車
輪
を
走
っ
て
追
い
か
け
る
」

こ
と
に
な
り
か
ね
な
か
っ
）
42
（
た
。

　
一
方
、
自
治
領
の
中
に
も
安
保
協
定
を
推
す
声
は
存
在
し
た
。
濠
首
相
ヒ
ュ
ー
ズ
（Billy H

ughes

）
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
メ
イ

シ
ー
（W

illiam
 M

assey

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
名
誉
と
英
仏
関
係
の
た
め
に
、
一
度
締
結
し
た
英
仏
保
障
条
約
を
尊
重
す
る
べ
き
だ

と
述
べ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
も
同
意
見
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
と
の
潜
在
的
国
力
差
に
起
因
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
恐
怖
を
和
ら
げ
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渦
巻
く
憎
悪
と
敵
意
を
鎮
め
る
」
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
孤
立
さ
せ
る
の
で
な
く
支
援
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
英
独
関
係
の
改
善
も

非
常
に
重
要
だ
が
、
今
一
方
的
に
ド
イ
ツ
に
歩
み
寄
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
が
鞍
替
え
し
て
い
る
と
い
う
疑
念
を
抱
き
か
ね
な
い
。

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
仏
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
安
心
供
与
と
英
独
関
係
改
善
が
両
輪
の
よ
う
に
進
展
す
る
の
だ
と
論

じ
）
43
（
た
。

　
し
か
し
、
ス
マ
ッ
ツ
は
英
仏
同
盟
に
強
く
反
対
し
た
。
彼
曰
く
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
は
ド
イ
ツ
を
過
度
に
弱
体
化
さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
勢
力
均
衡
は
危
険
な
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
に
傾
い
て
い
た
。
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
本
来
、
中
立
を
保
つ
か
、
弱
者
の
側
に
つ
か
ね
ば
な
ら

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
者
の
側
に
つ
け
ば
欧
州
の
危
機
は
深
刻
化
す
る
と
論
じ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
こ
れ
に
同
意
し
、
フ 

ラ
ン
ス
が
「
第
一
次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
と
全
く
同
じ
よ
う
な
」「
軍
国
主
義
的
」
政
策
を
と
っ
て
い
る
と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
強

い
不
信
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
仏
政
府
か
ら
公
式
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る

必
要
は
な
い
と
述
べ
）
44
（

た
。

　
一
九
二
一
年
秋
、
英
仏
関
係
は
下
降
線
を
た
ど
っ
た
。
一
〇
月
、
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
頭
越
し
に
ト
ル
コ
の
ア
ン
カ
ラ
政
府
と
停

戦
合
意
を
結
び
、
反
ア
ン
カ
ラ
政
府
路
線
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
苛
立
た
せ
）
45
（

た
。
ま
た
、
一
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に

お
い
て
、
潜
水
艦
全
廃
を
望
む
イ
ギ
リ
ス
と
、
潜
水
艦
を
必
要
視
す
る
フ
ラ
ン
ス
は
激
し
く
衝
突
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
頃
、
イ
ギ
リ
ス
政
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府
で
は
英
仏
の
空
軍
力
格
差
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
）
46
（
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
閣
内
の
勢
力
均
衡
は
協
定
懐
疑
論
へ
と
傾

い
て
い
）
47
（

た
。

四
　
カ
ン
ヌ
会
議
と
英
仏
同
盟
交
渉
の
浮
沈
、
一
九
二
一
―
二
二
年

㈠
　
ブ
リ
ア
ン
の
同
盟
提
案

　
一
九
二
一
年
一
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
突
然
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
英
仏
同
盟
交
渉
は
動
き
出
す
。
一
二
月
五
日
、
駐
英
フ
ラ
ン
ス
大

使
サ
ン
＝
ト
レ
ー
ル
（Com

te de Saint-Aulaire

）
は
、
カ
ー
ズ
ン
に
包
括
的
な
英
仏
同
盟
案
を
提
示
し
た
。
サ
ン
＝
ト
レ
ー
ル
は
、
一
九

一
九
年
の
保
障
条
約
の
よ
う
な
片
務
的
で
限
定
的
な
内
容
で
は
な
く
、
双
務
的
内
容
の
正
式
な
防
御
同
盟
を
求
め
た
。
そ
れ
は
、
英
仏
領

土
へ
の
「
直
接
的
攻
撃
」
だ
け
で
は
な
く
、「
間
接
的
攻
撃
」、
す
な
わ
ち
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
東
欧
諸
国
に
対
す
る
独
露
の
侵
攻
の
よ
う
な

シ
ナ
リ
オ
も
、
何
ら
か
の
形
で
保
障
範
囲
に
含
め
る
包
括
的
同
盟
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ー
ズ
ン
は
感
心
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
そ

の
よ
う
な
同
盟
は
フ
ラ
ン
ス
の
一
方
的
利
益
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
ど
の
よ
う
な
利
益
を
生
む
か
が
明
ら
か
で
な
く
、
英
議
会
と
世
論
は

あ
ら
ゆ
る
同
盟
の
締
結
に
消
極
的
だ
と
返
答
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ジ
ー
ル
問
）
48
（

題
な
ど
、
英
仏
は
世
界
中
に
様
々
な
懸
案
を
抱
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
必
要
性
を
説
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
提
案
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
正
式
な
後
押
し
が
確
認
で
き

な
い
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
本
格
的
検
討
を
開
始
で
き
な
い
と
伝
え
）
49
（

た
。
英
内
閣
も
フ
ラ
ン
ス
の
意
図
を
計
り
か
ね
同
盟
案
に
懐
疑
的

で
あ
っ
）
50
（
た
。
と
こ
ろ
が
、
ブ
リ
ア
ン
は
、
一
二
月
後
半
に
訪
英
し
た
際
、
英
政
府
に
正
式
に
働
き
か
け
た
。

　
ブ
リ
ア
ン
は
独
特
な
同
盟
案
を
提
起
し
た
。
彼
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
交
渉
中
の
四
か
国
条
約
を
範
と
す
る
、
ド
イ
ツ
を
も
含
め
た
、

現
状
維
持
を
目
的
と
し
た
緩
い
多
国
間
協
商
の
構
想
を
説
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
核
に
は
、
英
仏
二
国
間
の
完
全
な
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同
盟
が
据
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
彼
は
、
英
仏
の
緊
密
な
連
帯
を
核
に
、
そ
の
周
囲
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
維
持
を
目
的
と

す
る
連
合
体
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
英
仏
同
盟
と
欧
州
多
国
間
協
商
の
「
二
段
階
同
盟
（alliance à deux 

degrés
）」
構
想
で
あ
る
。
ブ
リ
ア
ン
は
、
英
仏
が
平
和
維
持
の
た
め
に
強
く
結
束
す
る
姿
勢
を
示
し
て
初
め
て
、
周
辺
国
、
特
に
ド
イ
ツ

に
お
い
て
、
平
和
を
脅
か
す
「
反
動
勢
力
」
の
野
心
を
削
ぎ
、
健
全
な
民
主
主
義
の
発
展
を
期
待
で
き
る
と
述
べ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
は
、
英
仏
同
盟
に
は
懸
念
を
表
明
す
る
一
方
、
多
国
間
協
商
の
構
想
は
「
と
て
も
良
い
ア
イ
デ
ア
」
だ
と
好
意
的
に
受
け
取
っ
た
。
同

盟
案
に
関
す
る
議
論
は
一
月
に
予
定
さ
れ
る
カ
ン
ヌ
会
議
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
51
（
た
。

　
年
末
に
か
け
、
英
外
務
省
は
英
仏
同
盟
案
に
関
す
る
総
合
的
検
討
を
行
っ
た
。
一
二
月
二
六
日
、
ク
ロ
ウ
は
、
四
三
頁
に
も
及
ぶ
詳
細

な
覚
書
を
提
出
し
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
英
仏
防
御
同
盟
の
締
結
は
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
具
申

し
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
英
仏
同
盟
を
結
ぶ
利
点
と
し
て
、
第
一
に
、
事
実
上
欧
州
唯
二
つ
の
大
国
で
あ
る
英
仏
の
同
盟
は
、
他

国
の
挑
戦
を
寄
せ
付
け
ず
、
平
和
を
保
障
す
る
最
も
有
効
な
手
立
て
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
払
拭

す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
強
硬
な
政
策
を
転
換
さ
せ
、
ド
イ
ツ
の
経
済
的
復
活
を
要
と
す
る
欧
州
経
済
復
興
と
国
際
的
軍
縮
へ
の
フ 

ラ
ン
ス
の
協
力
を
勝
ち
取
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
他
方
、
広
範
な
同
盟
を
結
ぶ
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
自
国
の
直
接
的
国
益
が
関
与
し
な
い

問
題
に
端
を
発
す
る
紛
争
（
例
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
独
露
の
係
争
）
に
イ
ギ
リ
ス
が
武
力
介
入
す
る
義
務
が
生
じ
る
点
を
指
摘
し
た
。
ク

ロ
ウ
は
、
こ
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
た
め
に
は
、
一
九
一
九
年
の
保
障
条
約
を
モ
デ
ル
に
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
侵
略
に
同
盟

の
適
用
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
広
範
な
同
盟
も

考
慮
す
る
べ
き
だ
と
説
い
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
ブ
リ
ア
ン
の
「
二
段
階
同
盟
」
案
を
高
く
評
価
し
た
。
限
定
的
な
英
仏
同
盟
と
、
緩
や
か
な

多
国
間
合
意
を
組
み
合
わ
せ
、
双
方
を
国
際
連
盟
の
監
督
下
に
置
く
よ
う
な
枠
組
み
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
欧
州
の
平
和
維
持

と
経
済
復
興
を
一
層
促
進
で
き
る
だ
ろ
う
と
論
じ
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
ブ
リ
ア
ン
提
案
は
安
易
に
拒
絶
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
英

仏
が
協
力
し
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
提
言
し
）
52
（
た
。
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そ
の
頃
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
帰
国
し
た
ブ
リ
ア
ン
か
ら
同
盟
案
の
説
明
を
受
け
て
い
た
。
ブ
リ
ア
ン
は
、
既
に
ロ
ン
ド
ン
で
説
明
し
た

内
容
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
力
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
力
を
合
わ
せ
、
英
仏
は
国
際
連
盟
の
「
俗
権
（le bras séculier

）」
を
担
う
の

だ
と
説
い
た
。
英
仏
は
、
連
盟
の
決
定
を
執
行
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
を
維
持
す
る
実
行
部
隊
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
感
心
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
一
九
一
九
年
の
英
仏
保
障
条
約
よ
り
広
範
な
内
容
の
同
盟
に
は
「
絶
対
に
反
対
だ
」

と
カ
ー
ズ
ン
に
伝
え
た
。
カ
ー
ズ
ン
宛
書
簡
の
中
で
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
タ
ン
ジ
ー
ル
問
題
、
潜
水
艦
問
題
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
占
領

（
一
九
二
〇
年
四
―
五
月
）
と
い
っ
た
例
を
引
き
合
い
に
出
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
と
て
も
帝
国
主
義
的
な
傾
向
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和

と
イ
ギ
リ
ス
を
脅
か
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。
ま
た
、
広
範
な
同
盟
を
結
べ
ば
、
独
露
の
侵
略
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
防
衛
す
る
た
め
に
介

入
す
る
義
務
が
生
じ
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
反
面
、
イ
ギ
リ
ス
が
同
盟
か
ら
得
る
利
益
は
な
い
と
論
じ
）
53
（
た
。

　
二
六
日
、
カ
ン
ヌ
会
議
に
向
け
て
移
動
中
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
パ
リ
の
リ
ヨ
ン
駅
で
ブ
リ
ア
ン
と
短
時
間
会
談
し
た
。
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
歴
史
的
経
験
か
ら
欧
州
大
陸
の
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
広
範
な
同
盟
を
結
ぶ
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
仏
本
土
へ
の
侵
略
に
限
っ
た
保
障
で
あ
れ
ば
議
会
と
世
論
を
説
得
で
き
る
、
と
述
べ
た
と
い
う
。
会
談
に
同
席
し
た

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
に
反
す
る
よ
う
な
同
盟
が
万
が
一
に
も
結
ば
れ
な
い
よ
う
、
カ
ー
ズ
ン
に
是
非
と
も
カ
ン
ヌ
会
議

に
参
加
す
る
よ
う
求
め
）
54
（

た
。

　
二
七
日
、
カ
ー
ズ
ン
は
英
仏
同
盟
に
関
す
る
長
文
の
覚
書
を
作
成
し
た
。
内
容
の
大
部
分
は
ク
ロ
ウ
覚
書
を
基
盤
と
し
た
が
、
ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
影
響
を
受
け
て
か
、
カ
ー
ズ
ン
覚
書
は
対
仏
不
信
が
際
立
ち
、
同
盟
の
利
点
へ
の
言
及
も
控
え
め
で
あ
り
、
ク
ロ
ウ
覚
書
の

よ
う
な
ブ
リ
ア
ン
提
案
へ
の
共
感
は
見
ら
れ
な
い
。
カ
ー
ズ
ン
も
、
英
仏
同
盟
は
一
九
一
九
年
の
保
障
条
約
の
よ
う
に
適
用
範
囲
を
ド
イ

ツ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
侵
略
に
限
定
す
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ウ
覚
書
と
は
異
な
り
、
東
方
（
ト
ル
コ
）
問
題
や
タ
ン

ジ
ー
ル
問
題
の
解
決
を
同
盟
締
結
の
前
提
条
件
と
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
カ
ー
ズ
ン
は
、「
見
返
り
に
確
信
が
持
て
る
ま
で
わ
れ
わ
れ

は
譲
歩
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
覚
書
を
結
ん
だ
。
す
な
わ
ち
カ
ー
ズ
ン
は
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
や
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
様
、
フ
ラ
ン
ス
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が
望
む
よ
う
な
正
式
な
防
御
同
盟
に
は
反
対
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
限
定
的
な
安
全
保
障
協
定
を
、
東
方
問
題
な
ど
様
々
な
英
仏
間
の

係
争
事
項
の
解
決
と
い
う
高
値
で
フ
ラ
ン
ス
に
売
る
こ
と
に
利
益
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
）
55
（

た
。
こ
れ
が
、
同
盟
案
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政

府
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
な
っ
た
。

㈡
　
カ
ン
ヌ
会
議

　
一
九
二
二
年
一
月
四
日
、
カ
ン
ヌ
で
の
同
盟
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
主
張
す
る
「
攻
守
同
盟
」
は

イ
ギ
リ
ス
議
会
や
内
閣
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
を
ド
イ
ツ
の
侵
略
か
ら
保
障
す
る
こ
と
に
限
定
し
た
協
定
で
あ
れ
ば
、
自

治
領
諸
国
を
含
む
広
い
支
持
が
期
待
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
ブ
リ
ア
ン
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
安
全
保
障
に
言
及
す
る
と
、

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
イ
ギ
リ
ス
世
論
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
国
々
の
防
衛
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
こ
そ
同
盟
を
望
ま

な
い
の
だ
と
切
り
返
し
た
。
ブ
リ
ア
ン
が
保
障
供
与
の
条
件
を
問
う
と
、
英
首
相
は
、
一
、
東
方
問
題
、
二
、
タ
ン
ジ
ー
ル
問
題
、
三
、

潜
水
艦
問
題
、
四
、
欧
州
経
済
復
興
へ
の
協
力
、
こ
れ
ら
四
つ
の
懸
案
事
項
の
解
決
を
掲
げ
）
56
（

た
。

　
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
個
人
は
第
四
の
条
件
を
最
も
重
視
し
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
と
ソ
連
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
が
集
う
経
済
会

議
を
開
催
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
経
済
会
議
を
通
じ
、
東
欧
と
ロ
シ
ア
の
市
場
を
開
放
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
貿
易
が
戦
前
の
繁

栄
を
取
り
戻
し
、
ド
イ
ツ
の
輸
出
が
拡
大
す
る
こ
と
で
賠
償
支
払
い
が
円
滑
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
の
復
活
を
警

戒
し
、
反
ソ
感
情
が
強
く
、
東
欧
諸
国
と
の
関
係
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
親
独
ソ
政
策
を
快
く
思
わ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
自
身
の
計
画
へ
の
フ
ラ
ン
ス
の
協
力
を
カ
ン
ヌ
で
獲
得
す
る
必
要
が
あ
っ
）
57
（

た
。

　
四
日
の
会
談
後
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
欧
州
経
済
復
興
計
画
と
英
仏
関
係
に
関
す
る
覚
書
を
ブ
リ
ア
ン
に
送
っ
た
。
覚
書
は
、
欧
州

経
済
復
興
会
議
を
開
催
す
る
必
要
性
を
説
き
、
そ
の
成
功
の
た
め
に
は
英
仏
協
商
の
強
化
が
肝
要
だ
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、

保
障
条
約
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
取
り
除
く
準
備
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
同
日
の
会
談
で
掲
げ
た
四
条
件
を
満
た
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す
必
要
が
あ
る
と
再
確
認
し
）
58
（
た
。
翌
日
の
会
談
で
ブ
リ
ア
ン
は
、
第
四
の
条
件
、
す
な
わ
ち
欧
州
復
興
会
議
へ
の
協
力
に
は
完
全
な
賛
意

を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
多
国
間
協
商
案
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
構
想
を
調
和
さ
せ
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
お
の
お
の
が
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
バ
ル
ト
諸
国
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ら
近
隣
諸
国
と
の
間
で
不
可
侵
条
約
を
結
ぶ
案
を
展
開
し
）
59
（
た
。

　
一
月
八
日
、
ブ
リ
ア
ン
は
英
仏
同
盟
案
に
関
す
る
覚
書
を
イ
ギ
リ
ス
に
提
出
し
た
。
ブ
リ
ア
ン
は
、
ド
イ
ツ
を
抑
止
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
平
和
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
英
仏
の
密
接
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
九
一
九
年
の
保
障
条
約
の
よ
う
な
片
務
的
条
約
で
は
な
く
、

双
務
的
な
防
御
同
盟
が
望
ま
れ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
同
盟
の
条
約
該
当
事
由
（casus foederis

）
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
土
へ
の
直
接

侵
攻
だ
け
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
基
づ
く
軍
備
制
限
、
特
に
同
条
約
第
四
二
―
四
四
条
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
非
武
装
地
帯
関
連
条

項
）
へ
の
ド
イ
ツ
の
違
反
を
含
む
べ
き
だ
と
論
じ
た
。
ま
た
、
英
仏
間
の
軍
事
的
協
力
を
促
進
し
、
両
国
の
軍
縮
を
円
滑
化
す
る
た
め
に

も
、
定
期
的
な
参
謀
協
議
を
実
施
す
る
べ
き
だ
と
説
い
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
（
欧
州
経
済
復
興
会
議
）
に
お
い
て
、
極
東
四
か

国
条
約
を
範
と
す
る
多
国
間
合
意
が
結
ば
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
英
仏
同
盟
を
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
で
、
平
和

を
維
持
す
る
有
効
な
枠
組
み
を
構
築
し
う
る
と
論
じ
）
60
（
た
。

　
そ
の
晩
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
ブ
リ
ア
ン
は
同
覚
書
を
議
論
し
た
。
英
首
相
は
、
ブ
リ
ア
ン
の
提
案
は
依
然
と
し
て
「
軍
事
同
盟
」

と
呼
ぶ
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
英
国
世
論
に
申
し
開
き
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
ブ
リ
ア
ン
は
、
同
提
案
は
「
攻
撃
的
軍
事
同
盟
」
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
攻
撃
に
限
定
し
た
純
粋
に
防
御
的
内
容
を
意
図
し
て
い
る
と
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
ブ
リ 

ア
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
国
間
協
商
案
に
関
し
意
見
を
問
う
と
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
般
的
平
和
、

特
に
東
欧
の
そ
れ
を
保
障
す
る
よ
う
な
合
意
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
返
答
し
た
。
ブ
リ
ア
ン
は
、
多
国
間
協
商
は
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
説
明
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ま
ず
は
二
国
間
同
盟
を
結
ん
だ
う
え
で
、
そ
の
次
に
多
国
間
協
商
を
締
結

す
る
べ
き
だ
と
い
う
、「
二
段
階
同
盟
」
案
を
改
め
て
論
じ
た
。
こ
の
方
法
を
用
い
れ
ば
、
戦
争
を
防
止
す
る
強
力
な
シ
ス
テ
ム
を
形
成

し
う
る
と
説
い
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
英
仏
協
定
草
案
を
一
両
日
中
に
提
出
す
る
と
約
束
し
）
61
（

た
。
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ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
側
近
と
条
約
草
案
を
書
き
上
げ
、
九
日
、
内
閣
の
承
認
を
得
る
た
め
本
国
に
送
付
し
た
。
条
約
草
案
は
全
六
条

か
ら
な
っ
た
。
第
一
条
は
、「
ド
イ
ツ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
に
対
す
る
挑
発
に
よ
ら
な
い
直
接
的
侵
略
が
起
こ
っ
た
場
合
、
イ
ギ
リ

ス
は
そ
の
陸
海
空
兵
力
を
用
い
、
直
ち
に
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
に
向
か
う
」
と
定
め
た
。
第
二
条
は
、
ド
イ
ツ
が
ベ
ル
ギ
ー
を
侵
略
し
た
場

合
、
英
仏
は
ベ
ル
ギ
ー
の
中
立
を
守
る
対
策
を
「
協
議
す
る
」
と
規
定
し
た
。
第
三
、
四
条
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
四
二
―
四
四
条

へ
の
違
反
な
ど
、
ド
イ
ツ
が
講
和
条
約
と
矛
盾
す
る
軍
事
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
、
な
い
し
講
和
条
約
の
解
釈
に
相
違
が
生
じ
た
場
合
、

英
仏
は
「
協
議
す
る
」
と
定
め
た
。
そ
し
て
、
第
五
条
は
英
自
治
領
の
免
責
を
規
定
し
、
第
六
条
は
条
約
の
有
効
期
間
を
一
〇
年
と
設
定

し
た
。
ま
た
、
本
国
宛
電
文
に
は
、
東
方
問
題
な
ど
英
仏
の
懸
案
事
項
が
解
決
し
な
い
限
り
調
印
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
添
え
ら
れ
）
62
（

た
。

　
一
〇
日
午
前
、
英
内
閣
は
カ
ン
ヌ
か
ら
送
達
さ
れ
た
英
仏
協
定
草
案
と
八
日
付
の
ブ
リ
ア
ン
覚
書
を
議
論
し
た
。
内
閣
は
ブ
リ
ア
ン
覚

書
を
拒
絶
し
、
四
条
件
を
フ
ラ
ン
ス
が
受
け
入
れ
る
こ
と
を
条
件
に
（
仏
潜
水
艦
問
題
が
特
段
強
調
さ
れ
た
）、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
草
案

を
支
持
し
）
63
（
た
。

　
同
日
夕
刻
、
英
内
閣
の
承
認
を
確
認
し
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
ブ
リ
ア
ン
と
会
談
し
、
四
条
件
が
記
載
さ
れ
た
英
覚
書
（
四
日
付
覚

書
の
改
訂
版
、
公
開
さ
れ
る
前
提
で
あ
っ
た
）
が
議
論
さ
れ
た
。
ブ
リ
ア
ン
は
条
件
を
具
体
的
に
明
示
す
る
の
で
は
な
く
、「
特
定
の
副
次
的

問
題
」
の
よ
う
な
暗
示
的
表
現
に
留
め
る
よ
う
求
め
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
カ
ー
ズ
ン
の
合
意
次
第
で
タ
ン
ジ
ー
ル
問
題
を
除
外

す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
述
べ
た
が
、
英
内
閣
は
仏
潜
水
艦
問
題
を
特
に
重
要
視
し
て
い
る
と
伝
え
）
64
（
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
一
一
日
、
ブ
リ
ア
ン
外
交
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
反
発
は
頂
点
に
達
し
、
ブ
リ
ア
ン
が
カ
ン
ヌ
会
議
の
途
中
で
パ
リ

に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
異
例
の
事
態
へ
と
発
展
し
）
65
（

た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
出
発
す
る
ブ
リ
ア
ン
に
英
仏
協
定
の
草
案
を
渡
し
た
。

草
案
は
、
九
日
付
草
案
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
第
二
条
を
削
除
し
、
全
五
条
に
改
め
ら
れ
て
い
）
66
（
た
。
そ
し
て
、
英
仏
関
係
に
関
す
る
英

覚
書
も
再
改
定
さ
れ
た
。
タ
ン
ジ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
言
及
は
削
除
さ
れ
、
潜
水
艦
問
題
の
み
が
「
条
件
（condition

）」
と
し
て
残
さ

れ
、
他
の
二
点
は
「
強
い
要
望
（strong desire

）」
と
い
う
表
現
に
和
ら
げ
ら
れ
）
67
（
た
。
し
か
し
、
英
仏
が
着
実
に
歩
み
寄
っ
て
い
た
矢
先
、



法学政治学論究　第96号（2013.3）

198

ブ
リ
ア
ン
は
政
局
を
治
め
ら
れ
ず
、
一
二
日
に
辞
任
し
た
。

　
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
一
三
日
の
公
式
会
合
で
、
ブ
リ
ア
ン
の
辞
任
を
受
け
、
カ
ン
ヌ
会
議
を
終
了
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
一
同
に
伝
え

た
。
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
の
開
催
決
定
と
い
う
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
同
盟
交
渉
は
棚
上
げ
さ
れ
、
突
然
の
閉
会
と
な
っ
た
。

㈢
　
英
仏
同
盟
交
渉
の
頓
挫

　
一
月
一
四
日
、
帰
路
の
途
中
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
次
期
仏
首
相
ポ
ア
ン
カ
レ
と
パ
リ
の
英
大
使
館
で
会
談
し
た
。
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、

ま
ず
自
分
が
「
英
仏
協
商
の
確
固
た
る
信
徒
」
だ
と
い
う
こ
と
を
前
置
き
し
た
う
え
で
、
ブ
リ
ア
ン
が
推
し
進
め
た
英
仏
同
盟
交
渉
の
継

続
を
申
し
出
た
。
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
ブ
リ
ア
ン
に
手
渡
さ
れ
た
英
条
約
草
案
の
片
務
的
性
質
に
異
議
を
唱
え
、
双
務
的
内
容
に
す
べ
き
だ

と
説
い
た
。
さ
ら
に
、
英
仏
間
の
軍
事
協
議
に
関
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
に
大
き
な
不
満
を
表
明
し
た
。
彼
は
、
第
一
次
大
戦
前
に
行
わ

れ
て
い
た
英
仏
間
の
軍
事
協
議
に
触
れ
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
兵
数
や
配
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
も
同
盟
国
間
の
軍
事
協
議
は
必
須
だ
と

訴
え
、「
軍
事
協
議
な
き
条
約
よ
り
も
、
条
約
な
き
軍
事
協
議
を
望
む
」
と
さ
え
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
師
団

レ
ベ
ル
の
細
か
な
軍
事
上
の
規
定
な
ど
設
け
な
く
と
も
、
先
の
大
戦
で
イ
ギ
リ
ス
は
二
百
万
も
の
兵
力
を
大
陸
に
派
兵
し
た
こ
と
に
触
れ
、

イ
ギ
リ
ス
の
保
障
の
誓
約
で
満
足
す
る
よ
う
訴
え
た
。
両
者
は
一
歩
も
引
か
ず
、
軍
事
協
議
の
必
要
性
や
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
め
ぐ
る
激
し

い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
机
を
叩
き
な
が
ら
、「
フ
ラ
ン
ス
に
と
り
イ
ギ
リ
ス
人
の
約
束
が
十
分
で
な
い
と
言
う

の
で
あ
れ
ば
、
条
約
草
案
を
取
り
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
大
声
で
述
べ
た
と
い
）
68
（
う
。
仏
政
変
後
の
英
仏
関
係
は
不
穏
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
七
日
、
サ
ン
＝
ト
レ
ー
ル
と
ク
ロ
ウ
が
会
談
し
た
。
サ
ン
＝
ト
レ
ー
ル
は
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
協
定
案
に
条
件
を
付
け
る
こ
と

で
、
仏
世
論
に
ま
る
で
同
盟
交
渉
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
化
（portugaliser la France

）
を
企
む
商
取
引
な
い
し
脅
迫
」
で
あ
る

か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
と
、
痛
烈
に
批
判
し
た
。
ク
ロ
ウ
は
こ
れ
に
抗
議
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
善
意
を
主
張
し
た
が
、
付
帯
条
件
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を
列
記
す
る
覚
書
を
作
成
・
公
開
し
た
こ
と
は
大
き
な
過
ち
だ
っ
た
と
同
意
し
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
東
欧
を
保
障
対
象
に
含
め
な
い
限
定
的

な
協
定
で
あ
れ
ば
、
英
内
閣
と
議
会
が
許
容
す
る
可
能
性
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
が
国
際
連
盟
の

経
済
協
力
面
で
の
執
行
機
関
を
担
う
一
方
で
、
英
仏
同
盟
が
、
い
ず
れ
は
す
べ
て
の
「
親
善
的
国
々
」
を
含
む
協
商
へ
と
拡
大
し
、
国
際

連
盟
の
政
治
面
で
の
執
行
機
関
と
な
る
こ
と
を
望
む
と
述
べ
）
69
（
た
。
ク
ロ
ウ
は
、
英
政
府
内
で
は
例
外
的
に
、
ブ
リ
ア
ン
の
描
い
た
構
想
を

相
当
程
度
共
有
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
ク
ロ
ウ
の
望
み
と
は
裏
腹
に
、
英
内
閣
は
交
渉
を
進
展
さ
せ
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
。
一
月
一
八
日
、
首
相
と
外
相
の
帰

国
後
、
英
仏
協
定
は
閣
議
に
か
け
ら
れ
た
。
閣
議
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
「
敵
意
あ
る
態
度
」
に
鑑
み
、
フ
ラ
ン
ス
側

か
ら
好
意
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
示
さ
れ
る
ま
で
、
英
仏
協
定
交
渉
を
凍
結
す
る
べ
き
だ
と
決
定
し
）
70
（
た
。

　
ま
た
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
が
本
心
で
は
協
定
を
望
ん
で
お
り
、
英
仏
協
定
と
い
う
カ
ー
ド
を
温
存
さ
せ
て
お
け
ば
、
東
方

問
題
や
タ
ン
ジ
ー
ル
問
題
の
解
決
な
ど
、「
わ
れ
わ
れ
が
望
む
も
の
を
何
で
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
カ
ー
ズ
ン
に
進
言
し
た
。
こ
の

助
言
は
カ
ー
ズ
ン
に
大
き
な
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
り
、
交
渉
に
さ
ら
な
る
ブ
レ
ー
キ
を
加
え
）
71
（

た
。

　
二
六
日
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
サ
ン
＝
ト
レ
ー
ル
を
通
し
カ
ー
ズ
ン
に
英
仏
同
盟
の
仏
草
案
を
渡
し
た
。
広
範
な
防
御
同
盟
と
呼
ぶ
べ
き
性

質
の
内
容
で
あ
っ
た
。
一
二
日
に
ブ
リ
ア
ン
に
手
交
さ
れ
た
英
草
案
と
比
べ
る
と
、
第
一
条
は
双
務
的
内
容
に
変
更
さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
よ

る
対
英
侵
攻
が
起
こ
っ
た
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
は
直
ち
に
そ
の
陸
海
空
兵
力
で
イ
ギ
リ
ス
を
支
援
す
る
と
定
め
る
一
文
が
追
加
さ
れ
た
。
ま

た
、「
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
に
対
す
る
挑
発
に
よ
ら
な
い
直
接
的
侵
略
」
と
い
う
文
言
が
、「
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
挑
発
に
よ
ら
な
い
侵
略
」

に
改
め
ら
れ
た
。
第
二
条
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
四
二
―
四
四
条
に
対
す
る
違
反
は
「
侵
略
行
為
」
に
該
当
す
る
と

明
確
に
定
義
付
け
た
。
さ
ら
に
、
英
仏
参
謀
協
議
の
設
置
を
規
定
す
る
第
三
条
と
、
平
和
と
講
和
条
約
に
基
づ
く
秩
序
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ

る
問
題
に
関
し
、
英
仏
は
対
応
を
協
議
す
る
と
定
め
る
第
四
条
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
五
条
に
英
自
治
領
の
免
責
条
項
が
存
置
さ

れ
、
第
六
条
は
条
約
の
有
効
期
限
を
三
〇
年
と
定
め
た
。
サ
ン
＝
ト
レ
ー
ル
は
、
各
条
項
の
根
拠
と
な
っ
た
論
理
を
丁
寧
に
説
明
し
た
が
、
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カ
ー
ズ
ン
は
説
得
さ
れ
な
か
っ
た
。
カ
ー
ズ
ン
は
、
英
仏
協
定
交
渉
は
、
両
国
間
に
横
た
わ
る
諸
問
題
の
解
決
を
前
提
と
す
る
た
め
、
数

週
間
程
度
で
は
終
わ
ら
な
い
長
期
の
交
渉
に
な
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
会
談
後
、
報
告
書
の
末
尾
に
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
助
言
そ
の
ま

ま
に
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
協
定
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
交
渉
を
凍
結
さ
せ
る
こ
と
で
、
様
々
な
懸
案
問
題
の
イ
ギ
リ
ス
有
利
の
解
決
を
引
き

出
す
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
と
所
見
を
加
え
、
内
閣
に
提
出
し
）
72
（
た
。

　
一
月
末
か
ら
二
月
初
頭
に
か
け
、
英
議
会
や
一
部
自
治
領
か
ら
英
仏
同
盟
へ
の
反
感
が
噴
出
し
た
。
例
え
ば
ス
マ
ッ
ツ
は
、「
そ
の
よ

う
な
軍
事
同
盟
は
、
国
家
間
関
係
の
新
し
い
精
神
の
完
全
な
る
否
定
で
あ
り
、
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
陋
習
へ
の
逆
戻
り
と
な
る
（
中

略
）。
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
反
動
を
先
導
す
る
不
愉
快
な
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
本
来
、
そ
の
表
明
さ
れ
た
理
想

と
偉
大
な
地
位
に
基
づ
き
、
諸
国
家
の
道
徳
的
指
導
者
の
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
」、
と
酷
評
し
）
73
（
た
。
そ
し
て
英
議

会
か
ら
も
、
労
働
党
や
自
由
党
議
員
を
中
心
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
軍
国
主
義
的
傾
向
」
に
対
す
る
批
判
や
「
軍
事
同
盟
」
に
対
す
る
反
感

の
声
が
上
が
っ
）
74
（
た
。

　
二
月
初
旬
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
、
仏
草
案
の
論
理
的
根
拠
を
説
明
す
る
覚
書
を
英
政
府
に
送
り
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
前
に
同
盟
を
締
結
し
た

い
意
向
を
示
し
、
仏
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
と
も
妥
協
案
の
模
索
は
可
能
だ
と
促
し
た
。
し
か
し
カ
ー
ズ
ン
は
、
英
議
会
の

批
判
を
引
き
合
い
に
出
し
、
英
政
府
は
一
九
一
九
年
の
保
障
条
約
以
上
の
内
容
に
は
合
意
で
き
な
い
と
退
け
）
75
（
た
。

　
二
月
一
七
日
、
カ
ー
ズ
ン
は
仏
草
案
を
詳
細
に
検
討
し
た
覚
書
を
内
閣
に
提
出
し
た
。
カ
ー
ズ
ン
は
、
条
約
の
双
務
的
内
容
へ
の
変
更

や
、
条
約
期
限
の
延
長
は
（
二
〇
年
ま
で
で
あ
れ
ば
）
容
認
で
き
る
と
考
え
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
直
接
的
侵
略

以
上
の
保
障
を
与
え
る
こ
と
、
こ
と
さ
ら
ド
イ
ツ
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
四
二
―
四
四
条
違
反
を
条
約
該
当
事
由
と
す
る
こ
と
に
は
反

対
し
た
。「
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
侵
略
」
の
定
義
が
拡
大
し
す
ぎ
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
を
め
ぐ
る
予
期
せ
ぬ
係
争
に
イ
ギ
リ
ス
が
引
き
ず
り

込
ま
れ
る
可
能
性
を
憂
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
参
謀
協
議
の
取
り
決
め
を
条
約
に
挿
入
す
れ
ば
、
文
民
統
制
を
弱
め
、
軍
部
か
ら

の
軍
拡
圧
力
増
加
に
繫
が
る
と
し
、
反
対
し
た
。
そ
し
て
、
平
和
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
英
仏
が
協
議
す
る
と
定
め
た
仏
草
案
第
四
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条
も
退
け
た
。
カ
ー
ズ
ン
に
よ
れ
ば
、
同
条
項
は
一
見
無
害
だ
が
、
内
実
は
条
約
の
適
応
範
囲
を
東
欧
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も

の
で
あ
り
、「
協
定
」
を
よ
り
包
括
的
な
「
同
盟
」
の
方
向
へ
と
近
づ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
。
彼
曰
く
、「
軍
事
同
盟
」
は
国
家
間
の
競
争

を
引
き
起
こ
し
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
理
念
に
矛
盾
し
、
ス
マ
ッ
ツ
ら
協
定
反
対
派
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
最

後
に
、
カ
ー
ズ
ン
は
、「
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
」
と
し
て
、
中
東
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
、
潜
水
艦
と
い
っ
た
英
仏
間
の
懸
案
事
項
の
問
題

を
挙
げ
た
。
彼
は
、
ポ
ア
ン
カ
レ
は
政
権
浮
揚
の
た
め
に
も
協
定
を
強
く
欲
し
て
お
り
、「
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
調
印
し
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
発
揮
で
き
る
非
常
に
強
力
な
圧
力
を
、
自
ら
放
棄
す
る
こ
と
は
愚
か
で
あ
る
」
と
結
論
し
）
76
（
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
カ
ー
ズ
ン

は
、
限
定
的
な
協
定
を
懸
案
事
項
解
決
へ
の
取
引
材
料
に
用
い
る
方
針
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
日
、
英
仏
協
定
交
渉
の
行
方
を
案
じ
た
ダ
ー
ビ
ー
が
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
面
会
し
た
。
ダ
ー
ビ
ー
は
、
英
仏
協
定
に
条
件
を
付

与
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
開
催
前
に
英
仏
協
定
を
調
印
す
る
よ
う
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
に
進
言
し
た
。
そ
し
て
、

ダ
ー
ビ
ー
の
仲
介
に
よ
り
二
月
二
五
日
に
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
で
英
仏
首
脳
会
談
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
77
（
た
。
と
こ
ろ
が
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
会
談

で
ポ
ア
ン
カ
レ
は
英
仏
同
盟
の
問
題
を
切
り
出
さ
ず
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
の
問
題
に
大
半
の
時
間
が
割
か
れ
）
78
（

た
。
彼
の
狙
い
が
ど
こ
に
あ
っ

た
に
せ
よ
、
結
果
と
し
て
、
英
仏
同
盟
交
渉
を
挽
回
す
る
貴
重
な
機
会
は
棒
に
振
ら
れ
た
。
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
会
談
の
結
果
、
英
内
閣
は
ポ 

ア
ン
カ
レ
が
協
定
に
興
味
が
な
い
も
の
と
判
断
）
79
（

し
、
交
渉
は
事
実
上
の
終
焉
を
迎
え
た
。

　
カ
ー
ズ
ン
の
頭
越
し
に
進
め
ら
れ
た
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
会
談
に
気
を
揉
ん
で
い
た
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
会
談
の
結
果
に
安
堵
し
）
80
（
た
。
英
仏
協

定
に
関
す
る
限
り
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
カ
ー
ズ
ン
の
立
場
は
近
似
し
て
い
た
。
三
月
末
の
閣
議
で
チ
ャ
ー
チ
ル
が
英
仏
協
定
の
問
題

に
触
れ
る
と
、
彼
ら
は
、
英
仏
間
の
懸
案
事
項
を
め
ぐ
る
交
渉
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し
て
、
英
仏
協
定
は
温
存
し
て
お
く
べ
き
だ
と
口
を
揃

え
）
81
（
た
。
外
務
省
内
で
も
こ
の
路
線
の
支
持
者
は
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
英
仏
同
盟
を
求
め
る
仏
紙
の
論
説
に
対
し
、
西
欧
局
長
は
「
フ 

ラ
ン
ス
が
協
定
を
望
め
ば
望
む
ほ
ど
、
他
の
問
題
の
解
決
の
可
能
性
は
高
ま
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
）
82
（

た
。

　
他
方
、
そ
の
後
も
参
謀
本
部
や
外
務
省
の
一
部
で
英
仏
協
定
の
必
要
性
は
唱
え
ら
れ
た
。
四
月
初
旬
、
英
陸
軍
参
謀
本
部
は
同
盟
案
の



法学政治学論究　第96号（2013.3）

202

英
仏
両
草
案
と
二
月
一
七
日
付
カ
ー
ズ
ン
覚
書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
た
。
参
謀
本
部
は
カ
ー
ズ
ン
覚
書
を
批
判
し
、
多
く
の
点

で
ポ
ア
ン
カ
レ
の
草
案
を
支
持
し
た
。
参
謀
本
部
は
英
仏
同
盟
に
高
い
軍
事
的
価
値
を
認
め
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
だ
ろ
う
」
と
強
く
推
奨
し
た
。
し
か
し
、
交
渉
は
既
に
事
実
上
終
了
し
て
お
り
、
外
務
省
は
参
謀
本
部
に
詳
細
な
反
論
を
送
る
必
要

を
感
じ
ず
、
内
閣
も
取
り
上
げ
な
か
っ
）
83
（
た
。

　
四
月
末
、
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
の
行
き
詰
ま
り
は
、
外
務
省
内
で
イ
ギ
リ
ス
の
大
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
対
す
る
一
定
の
反
省
を
喚
起
し
、

英
仏
協
定
の
必
要
性
が
再
度
説
か
れ
た
。
議
論
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
中
欧
局
一
等
書
記
官
ウ
ォ
ー
タ
ー
ロ
ー
（Sydney W

aterlow

）
の

覚
書
は
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
不
安
定
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
も
多
大
な
責
任
が
あ
り
、
一
九
一
九
年
の
英
仏
保
障
条
約
を
無
効
の
ま
ま
放
置

し
た
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
き
な
道
義
的
負
い
目
だ
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
問
題
の
解
決
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
と
世
界
の
平

和
の
要
で
あ
り
、
中
東
や
モ
ロ
ッ
コ
の
よ
う
な
「
周
縁
的
問
題
」
を
優
先
す
れ
ば
「
破
滅
を
招
く
」
と
果
敢
に
論
じ
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ

の
平
和
的
発
展
と
経
済
復
興
へ
の
協
力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
ま
ず
先
に
フ
ラ
ン
ス
に
安
全
保
障
協
定
を
提
供
す
る
べ
き
だ
と
説
い
た
。

テ
ィ
レ
ル
次
官
補
は
同
覚
書
を
積
極
的
に
後
押
し
し
、
自
身
も
英
仏
協
定
の
必
要
性
を
強
く
説
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
意
見
は
、
カ
ー

ズ
ン
や
内
閣
の
見
解
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
お
り
、
外
務
省
内
の
見
解
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
）
84
（
た
。
内
閣
は
、
欧
州
経
済
復
興
、

ト
ル
コ
講
和
、
タ
ン
ジ
ー
ル
問
題
な
ど
の
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
英
仏
協
定
を
締
結
し
な
い
と
い
う
立
場
を
固
持
し
）
85
（

た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
保
障
を
得
ら
れ
ず
、
安
全
保
障
に
大
き
な
不
安
を
残
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
彼
ら
に
と
り
事
実
上
唯
一
の
安
全
保
障
基
盤
で

あ
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
し
が
み
つ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
二
三
年
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
は
ル
ー
ル
工
業
地
帯
の
占
領
に
踏
み
切

り
、
英
仏
関
係
は
あ
ら
た
な
危
機
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
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五
　
お
わ
り
に

　
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
と
安
全
保
障
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
た
最
大
の
動
機
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
に
影
響
力
を
行
使
す
る
た
め
で
あ
っ

た
。
そ
の
筆
頭
は
ド
イ
ツ
問
題
で
あ
っ
た
。
英
仏
協
定
を
支
持
す
る
者
も
反
対
す
る
者
も
、
ド
イ
ツ
と
の
和
解
を
核
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
経
済
復
興
を
重
要
視
す
る
点
で
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
英
仏
協
定
の
推
進
論
者
た
ち
は
、
ラ
イ
ン
構
想
や
ル
ー
ル
占
領
案
に
見
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ス
の
「
強
硬
な
」
対
独
政
策
の
背
景
に
は
、
安
全
保
障
上
の
不
安
、
恐
怖
が
あ
る
の
だ
と
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
保

障
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
不
安
を
除
去
で
き
、
対
独
政
策
を
緩
和
さ
せ
、
欧
州
復
興
へ
の
道
が
開
け
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
や
ク
ロ
ウ
は
こ
の
論
理
を
繰
り
返
し
主
張
し
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
も
協
定
を
推
す
と
き
に
は
こ
の
論
理
に
基
づ
い
た
。
一

方
、
協
定
の
懐
疑
論
者
た
ち
は
、
保
障
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
は
操
作
し
え
ず
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
と
協

働
す
る
義
務
が
生
じ
れ
ば
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
対
独
政
策
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
た
。

　
ド
イ
ツ
問
題
へ
の
協
力
に
次
ぐ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
獲
得
目
標
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
懸
案
、
と
り
わ
け
ト
ル
コ
和
平
問
題
と
タ
ン
ジ
ー

ル
問
題
を
イ
ギ
リ
ス
優
位
の
解
決
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
帝
国
畑
を
歩
ん
だ
カ
ー
ズ
ン
と
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
自
然
と
こ
の
点
を
強
調

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
協
定
締
結
の
前
に

0

0

フ
ラ
ン
ス
が
譲
歩
を
示
す
こ
と
に
固
執
し
た
。
安
全
保
障
協
定
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
の
提
供
し

得
る
最
大
の
取
引
材
料
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
協
定
を
与
え
て
し
ま
え
ば
、
交
渉
上
の
立
場
が
弱
く
な
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
論

理
は
ド
イ
ツ
問
題
に
も
援
用
さ
れ
、
最
終
的
に
内
閣
の
天
秤
を
交
渉
凍
結
へ
と
傾
か
せ
た
。

　
ド
イ
ツ
の
復
活
を
強
く
警
戒
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
は
対
照
的
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
独
脅
威
認
識
は
低
く
、
ゆ
え
に
脅
威
へ
の
対
処
と
い
う

従
来
的
な
同
盟
形
成
の
動
機
は
弱
か
っ
た
。「
ド
イ
ツ
を
抑
止
」
す
る
と
い
っ
た
言
説
は
、
ダ
ー
ビ
ー
や
参
謀
本
部
の
主
張
に
多
少
見
ら

れ
る
が
、
軍
縮
さ
れ
た
ド
イ
ツ
を
脅
威
と
見
る
こ
と
を
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
だ
と
述
べ
た
バ
ル
フ
ォ
ア
の
発
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
閣
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僚
の
大
半
は
ド
イ
ツ
を
脅
威
と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
仏
潜
水
艦
問
題
へ
の
拘
り
が
示
す
よ
う
に
、
軍
事
力
を
維
持
す
る
フ 

ラ
ン
ス
の
脅
威
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
カ
ー
や
ス
マ
ッ
ツ
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
欧
州
大
陸
へ
の
不
干
渉
を
説
く
声
は
大
き
く
、
軍
事
同
盟

を
ほ
と
ん
ど
教
条
的
に
忌
避
す
る
傾
向
も
一
部
に
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
決
定
者
た
ち
に
無
視
し
え
ぬ
圧
力

を
加
え
、
仮
に
フ
ラ
ン
ス
と
安
全
保
障
協
定
を
結
ぶ
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
最
小
限
に
限
定
す
る
こ
と
が
強
く
意

識
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
の
保
全
が
イ
ギ
リ
ス
の
提
供
し
う
る
保
障
の
リ
ミ
ッ
ト
に
設
定
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
条
約
違
反
を
条
約
該
当
事
由
と
す
る
こ
と
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
直
接
的
保
障
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
問
題
外
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
包
括
的
防
御
同
盟
を
望
む
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
軋
轢
を
生
ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
英
仏
同
盟
が
流
産
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
カ
ン
ヌ
会
議
で
一
時
調
印
寸
前
ま

で
迫
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
驚
き
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
に
英
仏
同
盟
案
を

支
持
す
る
声
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
特
に
ク
ロ
ウ
は
、
ブ
リ
ア
ン
が
描
い
た
よ
う
に
、
英
仏
の
緊
密
な
連
帯
を
核
に
、
欧
州
多
国
間

協
商
と
欧
州
経
済
復
興
を
軌
道
に
乗
せ
、
国
際
連
盟
を
下
支
え
す
る
強
固
で
安
定
し
た
秩
序
基
盤
を
形
成
し
う
る
と
ま
で
考
え
た
。
こ
の

よ
う
な
発
想
は
後
の
ロ
カ
ル
ノ
条
約
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
を
成
す
は
ず
の
英
仏
同
盟
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な

か
っ
た
。
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